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例
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条
例

　
右
の
議
案
を
提
出
す
る
。

　
　
令
和
元
年
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二
月
三
日

�

提
出
者
　
　
東
京
都
知
事
　
　
小
　
　
池
　
　
百
　
　
合
　
　
子
　
　
　
　
　

東
京
都
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
東
京
都
下
水
道
条
例
（
昭
和
三
十
四
年
東
京
都
条
例
第
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
第
七
条
の
三
第
二
項
中
「
管
理
者
」
を
「
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
管
理
者
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。

　
一
　
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
排
水
設
備
の
新
設
等
の
工
事
の
事
業
を
適
正
に
営
む
に
当
た
つ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切

に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者

　
二
　
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復
権
を
得
な
い
者

　
第
七
条
の
六
第
四
号
中
「
の
欠
格
事
由
」
を
削
る
。

　
第
七
条
の
八
第
五
項
中
「
管
理
者
」
を
「
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
管
理
者
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号

中
「
第
七
条
の
三
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
」
を
「
第
七
条
の
三
第
二
項
第
二
号
、
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
項

に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
一
　
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
の
職
務
を
適
正
に
営
む
に
当
た
つ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切

に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者

　
第
七
条
の
十
一
第
一
号
中
「
第
七
条
の
三
第
二
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
欠
格
事
由
」
を
「
第
七
条
の
三
第
二
項
第
二
号
又
は
第
七
条
の
八
第
五

項
第
一
号
」
に
改
め
る
。
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二

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
提
案
理
由
）

　
東
京
都
指
定
排
水
設
備
工
事
事
業
者
等
の
欠
格
事
由
に
係
る
規
定
を
改
め
る
必
要
が
あ
る
。


